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要旨 
 現在各地の日系社会では言語シフトに伴い，継承語としての日本語（以下，

「JHL(Japanese as Heritage Language)」とする）教育のあり方も大きく変化してきて

いる。しかし，JHL 教育は学習の必然のなさや学習者の動機の低さ，教師・教材・教授法

の不足・未整備など多くの問題を抱えている（佐々木 2003a）。これらの要因はアルゼン

チン国内の JHL 教育でも問題になっており，とりわけ学習リソースの未整備は大きな問

題となっている。 
他方，乏しいリソースの環境においても加算的バイリンガルとなる日系子弟も見られる。

この理由としては日系子弟が学校外で個別に様々な学習リソースと関わっていることが考

えられるが，そのような日系子弟と学習リソースとの関わり方を探ることは，JHL 教育に

対する教育的介入を行う上で有意義であると稿者は考える。これまで「学習リソース」や

「年少者日本語教育」に関する研究報告は少なからず行われてきたが，アルゼンチンの日

系子弟を対象にした報告はほとんど見られない。 
そこで，本研究ではアルゼンチンにある日系校を対象として，以下の３点を研究目的と

して設定する。 
(1)日系子弟の言語能力を会話力から測定し，日系子弟の会話能力の特徴を明らかにす

る。 
(2)言語習得の度合いを，日系子弟が関わりを持つ学習リソースと対照し，学習リソー

スと言語習得の度合いとの間にどのような相関関係があるのかを見る。 
(3)日系子弟が学校外で関わる学習リソースを調査し，それらが日系社会において JHL

教育に利用可能か検討する。 
 なお，日本語から現地語への言語シフトがほぼ完了した日系子弟における日本語教育は

外国語としての日本語教育（「JFL( Japanese as Foreign Language)」）とみなされること

も多いが，本研究では日本語教育の共同体の文化継承の手段を含む側面を重視し，日系子

弟への日本語教育を JHL 教育と定義することにする。 
 上記の目的により，本研究ではブエノスアイレス N 校に在籍する 12 歳児クラスと９歳

児クラスの日系児童９人ずつ，合わせて 18 人の児童に調査を行った。調査は１）言語能

力測定，２）言語環境調査，３）リソースに関する半構造化インタビューの３つを行い，

言語能力測定には中島（2000）の年少者向け会話力測定法 OBC（以下，OBC インタビュ

ー）を用いた。会話能力に特に注目したのは，子どもの言語能力がとくに会話能力を基本

に発達するからである。 
 上記のリサーチクエスチョンに関して、今回の調査からは以下のような成果が得られた。 
 
(1)日系子弟の言語能力を会話力から測定し，日系子弟の会話能力の特徴を明らかにする。 

OBC インタビューを用い，これまでほとんどデータのなかったアルゼンチンにおける日

系子弟の日本語能力を測ることができただけでなく，多くの児童の母語であるスペイン語

の会話能力を測定したことにより，言語発達の過程における日本語会話能力の特徴を見る

ことができた。 
OBC インタビューの評価の結果をふまえ調査協力児童の会話力を「高バランス＋認知

型」「高バランス型」「バランス型」「聴解力型」「低発達型」の５つに分類したことにより，
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それぞれの特徴の一端を示すことができたと思われる。全体としては，アルゼンチンの日

系子弟の日本語会話力については，多くの児童が前述の「バランス型」に分類され，簡単

な受け答えができる程度であった。中には基礎言語面，対話面ではある程度高度な会話力

をもつ児童もいるものの，全体的に認知面に関する評価が低かった。 
また，OBC インタビューを用いて会話能力を測定したことにより，今後他の地域の調査

研究データとの相互比較が可能になった。 
 

(2)言語習得の度合いを，日系子弟が関わりを持つ学習リソースと対照し，学習リソースと

言語習得の度合いとの間にどのような相関関係があるのかを見る。 
調査対象児童に対する学習リソースに関するインタビューと保護者に対して行った言

語環境調査により，多くの学習リソースに関するデータ，特に非対人リソースに関する情

報を得ることができた。学習リソースの分析は浜田ほか（2006）Fishman（1986），ネウ

ストプニー（1995）を参考に「対人リソース」「非体人リソース」とに区分したうえで，

対人リソースを「自宅領域」「親族領域」「学校領域」「交友・娯楽領域」の４つに，非体人

リソースを「学習領域」「娯楽領域」「伝統・文化領域」の３つに分類した。 
対人リソースに関しては，遠隔地という特性上，対人リソースの種類が少なく，おもに

親族領域に集中しているという傾向があった。非体人リソースに関しては，娯楽領域のリ

ソースが多くみられた半面，その関わり方には個々の児童間で大きな差がみられた。 
また，得られた学習リソース情報と児童の会話能力を対照することにより，学習リソー

スが豊かな児童ほど言語習得が進んでいる傾向にあり，さらに単に非対人リソースと接触

する児童よりも，対人リソースを交えた非対人リソースの接触が多い児童の言語習得が進

んでいることが明らかになった。 
他方，今回の調査はある時点の静的な言語習得を見たものに過ぎないため，学習リソー

スと多く関わったことによって言語習得が進んでいるのか，言語習得が進んでいるために

学習リソースと多く関われるのかといった点については明らかにすることができなかった。 
 
(3)日系子弟が学校外で関わる学習リソースを調査し，それらが日系社会において JHL 教

育に利用可能か検討する。 
 学習リソースに関するデータは得られたものの，それぞれの学習リソースの質や，アル

ゼンチンにおける教師や学習時間など，JHL 教育に関するデータが不十分なため，今回の

調査では得られた学習リソースのデータを日系社会における JHL 教育へ活かす段階にま

では至らなかった。 
 

今回の調査からは消えゆく継承後教育の実態の一端が明らかになったと同時に，遠隔地

にありながら様々な学習リソースと接触することによって日本語を習得している児童の存

在も確認することができた。近年はインターネット通信を利用することで，日本在住の人々

とのコミュニケーションが容易になり多くの非対人リソースの共有も可能になってきてい

ることから，今後は日本国内のリソースの利用も視野に入れる必要があるように思われる。 
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